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【主な研究成果】
変形誘起ω相変態が生じる医療用β型チタン合金が極めて高い疲労強度を示すことを見出した。そこで、本研究では、その起源について検討することとした。供試材として、この種の代表的な合金であるTi-12Cr合金を用いた。合金を溶製し、熱間鍛造後、溶体化処理を施した。β単相とした状態の試験片に、疲労限度の直下となる応力を最大応力とし、応力比0.1で引張－引張モードの疲労負荷を1000万回与えた。その後、溶体化処理後および疲労負荷後の試験片平行部から薄片を切り出し、エメリー紙で研磨後、ディンプルグラインダーでくぼみをつけ、イオンミリングで孔を開け、TEM用薄膜を作製した。
TEM観察の結果、疲労負荷後のミクロ組織は、塑性加工後のような様相を呈し、転位組織の発達状況の識別は困難であった。ただし、溶体化処理後には認められなかったω相に由来すると考えられる電子線回折パターンが見つかったことから、疲労負荷によるω相の形成の可能性が示唆された。

【今後の展望】
本研究の目的を達成するためには、疲労負荷の回数の増加に伴う転位組織の発達およびω相の形成状況の変化を把握することが重要であると考えられる。そこで、本共同利用を次年度も継続し、疲労負荷の回数を少なくして、TEMによるミクロ組織の観察を行うこととする。
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